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熊本市の交通事業は、市電が大正13年8月1日、市ノくスが昭和2年11月23日より営業を開始し、以来、熊本市

勢の発展とともに市内の主要交通機関として年々路線を拡大してきた.

しかし、昭和30年代後半より社会経済情勢の変化、モータ1)ゼ-ションの進展等により、その地位を個別輸送

機関にとって替わられ、企業の経営は悪化の一途をたどりワンマン化等効率化を積極的に進めたにもかかわらず

経営の抜本的改善には至らず、特に市電は4つの路線を廃止せざるを待なくなった。

昭和48年から昭和62年までの15年間、国の財政再建団体の指定を受け、国及び一般会計からの援助を受けつつ

経営基盤の確立を図った.

この間、 2次にわたる石油ショックにより大量輸送機関見直しの機運が高まり、市電は無公害・省エネルギー

の交通機関として見直され、車両冷房化・軌条更換等の乗客誘致策を講じることにより一時落ち込んだ乗客の回

復をなし得ることが出来た。また、バスについても、車両の冷房化や路線の再編成等の乗客サービスに努めた。

昭和63年度より自主再建へと踏み出したが、交通事業を取りまく企業環境は厳しく、将来にわたり安定した経

営を図るため、利用者のニーズに合ったダイヤ編成や増便をはじめ、電停改良等諸施設の改善、新型車両購入、

特に、 1)フ下付バス、起低床バスを導入する等積極的に乗客誘致策に取り歓んでいる。また、平成8年7月から

は熊本駅前～競輪場間に競輪入場者の送迎専用の貸切バス(限定免許)の運行を開始した。更に9年度には日本

で初めての超低床電車の導入、そしてノンステップバスの導入と、人にやさしい公共交通機関として市民に愛さ

れる市電・市バスを目指して、努力を重ねてきているところである。

2　軌　道　事　業(大正13年8月1日事業開始)

(1)輸送状況

年度

事項
4 5 6 7 8

年 間 輸 送 人 員 10 ′003 ′08 0 10,305 ,292 10,082 ,64 1 10,163 ,2 95 10 ,509 ,872

年 間 走 行 キ ロ 伺 1,628 ′198 .6 1,660 ,366 .5 1,667,908 .5 1,752 ,367 .2 1′783,714 .2

年 間 延 使 用 車 南 開 ll ,645 12 ,07 1 12,648 12,922 12,988

利 用 率 ㈲ 4 .3 4 .4 4 .3 4 .3 4 .4

乗 車 料 収 入 (R) 1,258,096 ,626 1,345 ,615 ,528 1′316,451,48 1 1,322 ,364,853 1 ,332 ,157 ,169

日

平

均

輸 送 人 員 27 ,406 28 ,234 27,624 27,769 28 ,794

走 行 キ ロ 餌 [,460 .8 4 ,548 .9 4,569 .6 4,787 .9 4,886 .9

延 使 用 車 両 的 3 1.9 33 .1 34 .7 35 .3 35 .6

乗 車料 収 入 ㈹ 3 ,446,840 3 ,686 ,618 3 ,606,7 16 3 ,613,0 19 3 ,649,746

ー平

日

幸均

輸 送 人 員 859 .0 853 .7 797 .2 786 .5 809 .2

走 行 キ ロ 的 139 .8 137 .6 13 1.9 135 .6 137 .3

乗 車 料 収 入 (R ) 108 ,037 .5 111 ,475 .1 104,083 .8 102,334 .4 102,568 .3

表 定 速 度 (km/ H ) 14 .2 14 .2 14 .2 14 .2 14 .2

在車

両

籍数

ボギー車(ワンマン) 37 37 38 38 38

連 接 車 4 4 4 4 4

(注)　乗車料収入は消費税相当分を除いて算出。
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(2)営業路線

路線延長 単線延長 複線延長 営業路線延長 運転系統 停留所数 停 留 所 間 距 離

(km) (km) (km) (km) (* M ) (カ所) 轟長 最短 平均

平 成 8 年 度 12.023 0.288 ll.735 23.758 2 35 0.575 0.134 0.356

(3)系統別運輸成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成8年度)

系

疏
区 間 走 行 キ ロ

乗 車

人 員

収 入 費 用 差 引

キ ロ 当 た り 収 支 乗 車

効 率収 入 費 用 差 引

2

ロ75

健 軍 町 1m 千人 千円 千円 千 円 円 円 円 %

～
田 崎 橋
(9 .2km )

1 ,157 ,583 .3 8 ,443 1 ,28 3,427 1 ,509 ,961 △226 ,534 1 ,108 .? 1,304 .4 △195 .7 34 .8

3

早

健 軍 町

～
上熊本駅前
(9 .4km)

626,130 .9 2 ,067 314,863 370,439 △55,576 502.9 59 1.6 △ 3.7 15.8

計 1′783,7 14 .2 10 ,5 10 1,598,290 1,880,400 △282 ,110 896 .0 1 ,054 .2 △158 .2 28.1

(注)乗客1人当たり料金収入
定期外　　132円70銭
定　期　　　86円68銭
全　体　　126円75銭

(4)電車運行要領(平成9年7月1日現在)

項 目

系 統
運 行 区 間 営 業 時 間 運転方法 時 刻 表 示

2 号

熊本駅前】健軍町 (8.7km)

田崎橋l 健軍町 (9.2km)

6 ‥00- 0 :12 ダイヤ運転

*2禁 0-0二孟芸 } 時刻表示

7 ‥00- 20 :oo 間隔表示

3 号 上熊本駅前一億軍町 (9.4km) 6 : 15- 23 :24 ダイヤ運転 終日時刻表示

(5)運　　　賃　(平成4年10月1日改定)

ア　普通旅客運賃

; 運 賃 団 体 旅 客 運 賃 団体旅客運賃
の

割引適用方法大 人
(中学生以上)

小 児
(小学生以下)

特 殊 運 賃 大 人
(中学生以上)

小児及び特殊

対 キ ロ

区 間 制

最初の 2キロま 1 2歳未満の者 身体障害者手帳 30人以上の団体 左記の団体で小 基準となる普通

で130円、2キロ は大人運賃の半 の交付を受けて で同時に一定の 学生以下の小児 旅客運賃からそ

を超え 5キロま 額、 6歳未満の いる者及び介護 停留場で乗降す 及び身体障害者 の運賃の100分

で150円、5キロ 幼児は保護者同 人、諸施設によ る場合 (12歳以 並びに養護施設 の10以内の額を

を超え 8キロま

で170円、8キロ

を超える時は

190円

伴の場合に限り

その 1人は無料

とする

り養護又は保護

を受けている者

及び付添人並び

に精神薄弱者及

び介護人で各々

普通運賃の50%

割引

上の団体) 児童の団体 割引した額

イ　1日乗車券運賃

種 類 運 賃 乗 車 で き る 範 囲

1 日乗車券(区間指定) 大人 500円 小児250円 電車全区間及び自動車の指定区間

1 日乗車券(全線) 大人1′000円 小児500円 電車及び自動車の全区間
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ウ　定期旅客運賃

種 別 期 間 割 引 率 摘 要

通勤定期 1 カ月 普通運賃を60倍 したものから30% 割引
持参人式定期券は、当該通勤定期券を持参
する者も使用できる。

大人通学定期 (中学生以上 ) 1 カ月 普通運賃を60倍 したものか ら50% 害帽ー 端数売 り 1 カ月定期券は、端数日数59 日を
限度として発売するe 3 カ月定期券は、端
数日数29 日を限度として発売する。小児通学定期 (小学生) 1 カ月 普通運賃を60倍 したものか ら75% 害帽 [

通勤通学定期 1 カ月

のみ

通勤定期運賃額の 2 分の 1 と大人通学定期運賃
旗の合算額

特殊割引定期
通勤 1 カ月 通勤定期券の30% 割引 身体障害者福祉法、精神薄弱者福祉法、児

童福祉法の適用を受ける者及びその介護人、
介添人に発行通学 1 カ月 大人通学定期券の50% 害帽 f

電車 . 自動車共通定期
自動車運送事業の欄を参照

電車 . 自動車乗継定期

※通勤通学定期を除く各種別の3カ月定期は、 1カ月定期運賃額を3倍したものから5%割引

工　回数旅客運賃

区 分 内 容

普通回数乗車券

自動車運送事業の欄を参照
通学回数乗車券

電車 . 自動車普通乗継回数券

電車 . 自動車通学乗継回数券

オ　貸切旅客運賃
運 賃 区 間 大 人 運 賃 小 児 運 賃

1 3 0 円 区 間 9 , 0 0 0 円 4 , 5 0 0 円

1 5 0 円 区 間 1 0 , 3 0 0 5 , 2 0 0

1 7 0 円 区 間 l l , 7 0 0 5 , 9 0 0

1 9 0 円 区 間 1 3 , 1 0 0 6 , 6 0 0

3　自動車運送事業

(1)輸送状況

乗合　昭和2年11月23日事業開始
貸切　昭和6年5月23日事業開始
貸切　昭和54年8月1日事業廃止
貸切　平成8年7月13日事業開始

年 度

事 項
4 5 6 7 8

年 間 輸 送 人 員 1 9 ,50 1 ,0 3 6 1 9 ,8 2 2′0 59 1 9 ,15 7′192 19 ′1 02 ,0 14 18 ,69 2′0 1 1

年 間 走 行 キ ロ 的 7 ,16 6 ′5 46 7 ′3 0 7 ,17 2 7 ,35 5 ,7 93 7 ,48 9 ,9 54 7 ,4 9 2′49 4

使 用 車 両 的 6 1 ,9 16 6 2′8 53 6 3 ,178 6 2 ,8 22 6 2 .84 5

利 用 率 幽 8 .4 8 .5 8 .2 8 .ら 8 .0

乗 車 料 収 入 ㈹ 2 ,6 6 1 ,00 0 ,9 7 1 2′7 6 1′9 2 5 ,78 2 2 ,6 60 ,94 9′0 95 2 ,6 53 ,8 8 3′47 9 2 ,5 05 .4 5 9 ,14 6

日

辛

均

輸 送 人 員 5 3 ,4 27 5 4 .3 07 5 2 ,4 85 5 2 ,1 91 5 1 ,21 1

走 行 キ ロ 帥 19 ,6 34 .4 2 0′0 19 .6 2 0′1 52 .9 2 0 ,52 0 .4 2 0 ,52 7 .4

延 使 用 車 両 岡 1 69 .6 17 2 .2 1 73 .1 17 1 .6 17 2 .2

乗 車 料 収 入 ㈹ 7 ′29 0 ,4 14 7 ,5 6 6′92 0 7 ,29 0′2 7 1 7 ′2 5 1 ,04 8 6 ,8 64 ,27 2

- 平

日

車均

輸 送 人 員 3 15 .0 3 15 .4 3 03 .2 30 4 . 1 29 7 .4

走 行 キ ロ 的 1 15 .7 1 16 .3 1 16 .4 1 19 .2 11 9 .2

乗 車 料 収 入 ㈹ 4 2′9 77 .6 4 3 ,94 2 .6 4 2 ,1 18 .3 4 2 ,24 4 .5 3 9 ,8 6 7 .3

衷 走 速 度 (km / H ) 14 .0 14 .0 14 .2 14 .2 1 4 .1

在車
両
サォc
ワ こ/ マ ン′ 1 96 19 9 2 03 20 3 2 0 3

(注)　乗車料収入は消費税相当分を除いて算出。
衷定速度は総所要時分から起終点の調整時分を差し引いて計算した.
4年度以降、熊本城周遊バス(熊本城一帯の文化施設を周回するレトT,調バス) 2両を含む。
6年度に、移動制約者の利便のため、リフト付バス1両、 7年度に超低床バス2両を導入.
平成8年7月13日事業開始の貸切は、競輪入場者送迎専用限定貸切バス。
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(2)営業路線

年 度

事 項
4 5 6 7 8

免 許 路 線的 172.31 171 .80 178.10 1T7 .95 177.33

営 業 路 線的 172.31 171 .80 178.10 177.33 176.93

休 止 路 線軸 0 0 0 0.62 0.40

停留所名称数 (カ所) 406 408 429 428 430

停距

留

所

間離

最 長 的 1.1 1.1 1 .1 1-1 1.1

最 短 帥 0 .1 0 .1 0 .1 0.1 0 .1

平 均 餌 0 .425 0 .422 0 .416 0.416 0 .412

a *

疏

転数

路 線 (路線) 29 29 29 29 29

系統数 (系統) 142 148 153 166 162

運距

伝

*

統離

総 長 的 1 ,247 .3 1,323.9 1,383 .4 1,509 .5 1,473 .2

最 長 的 18 .8 19.4 19 .4 19 .4 19.4

最 短 伺 1.0 1.0 1.0 1.0 1-0

平 均 伺 8.8 8,9 9 .0 9.1 9.1

(3)バス専用レーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(辛.4.1現在)

区 間 距 離 適 用 時 間

専

用

レ

ー

ン′

熊本城交差点～国府交差点
1皿

上 .下 5 .864

ラッシュ時間帯

水前寺公園入口交差点～国府交差点 上 0 .214

明午橘通 り交差点～水道町交差点 上 .下 1.120

南熊本駅前交差点～辛島町交差点 上 .下 2 .960 T . 00- ‥00
17 : oo~ i9 : 00

- 部区間

水前寺駅前交差点～水前寺駅通 り交差点 上 0.450

大江渡鹿交差点～子飼橋際 上 .下 1.040

轟行寺バス停～藤崎宮鳥居 上 0.360 6 ‥00~ 23 : 00

浄行寺～明午橋通 り交差点 下 0.610

国府交差点～水前寺陣屋前 下 0.354

緒方眼科医院前～水前寺公園入口交差点 下 0.390

計 13 .362
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( 4)路線別運輸成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成8年度)

路
級
香
早

路 線 名 走 行 キ ロ

乗 車

人 員
収 入 費 用 差 引

キ ロ当 た り収支

収 入 費 用 差 引

1 第 1 環 状 線
km 千 人 千 円 千 円 千 円 円 円 円

53 6 ,3 67 2 ,0 47 307 ,64 9 29 6 ,9 67 10 ,68 2 574 554 20

3 池 田 大 窪 線 34 4 ,3 29 1 ′08 0 167 ,42 9 15 9 ,58 2 7 ,847 486 463 23

4 小 峯 京 塚 線 9 11 ,3 58 3 ,198 5 91 ′968 468 ,4 10 123 ,558 650 5 14 136

5 川 尻 帯 山 線 9 18 ,15 7 1 ,9 52 4 34 ,72 1 42 9 ,82 5 4 ,89 6 473 468 5

6 島 崎 保 田 窪 線 54 5 ,32 1 1 ,7 25 3 06 ,299 26 0 ,23 2 46 ,067 562 477 8 5

7 長 嶺 子 飼 線 9 1 ,06 4 162 36 ,8 03 47 ,3 19 △ 10 ,5 16 404 520 △ 116

8 桶 城 西 線 87 2 ,12 2 2 ,102 38 5 ,96 1 42 9 ,6 93 △ 43 ,732 443 493 △ 50

9 流 通 団 地 線 175 ,10 9 2 31 51 ,483 7 1 ,27 7 △ 19 ,794 294 407 △ 113

10 野 口 健 軍 線 487 ,8 17 8 00 163 ,552 234 ,4 18 △ 70 ,866 335 48 1 △ 1 46

ll 御 幸 木 部 線 212 ,74 6 47 1 96 ,936 100 ,90 8 △ 3 ,972 456 474 △ 18

12 花 園 柿 原 線 274 ,06 5 95 2 149 ,8 09 146 ,04 7 3 ,762 547 533 14

13 川 尻 .級 16 1 ,80 1 2 94 74 ,329 1 18 ,69 9 △ 44 ,370 459 734 △ 2 75

14 画 図 線 274 ,06 5 64 7 127 ,513 137 ,57 9 △ 10 ,066 465 502 △ 37

15 池 田 健 軍 線 野 口健 軍 線 に含む

16 健 軍 長 嶺 線 東 町 団地 線 に含 む

17 川 尻 土 河 原 線 野 口健軍 線 に含 む

18 東 町 団 地 線 16 1 ′80 1 24 4 49 ,00 1 76 ,32 9 △ 27 ,329 303 472 △ 1 69

1 9 中 央 環 状 線 114 ,03 1 2 12 41 ,06 1 63 ′12 5 △ 22 ,064 360 554 △ 1 94

2 0 昭 和 町 線 205 ,520 4 17 8 1 ,296 104 ,22 6 △ 22 ,930 396 507 △ 1 11

2 1 高 平 団 地 線 127 ,072 23 1 4 6 ,78 2 6 1 ,05 5 △ 14 ,273 368 480 △ 1 12

2 2 熊 本 駅 県 庁 線 28 ,538 7 9 13 ,8 25 18 ,0 10 △ 4 ,185 484 631 △ 1 47

2 3 上 熊 本 線 163 ,554 36 4 64 ,4 57 9 1 ,75 1 △ 27 ,294 394 56 1 △ 1 67

2 4 長 清 団 地 線 102 ,085 20 0 38 ,8 38 58 ,63 4 △ 19 ,796 380 574 △ 1 94

2 5 上 熊 本 車 庫 線 花 園柿 原 . 楠城 西 . 池 田大 窪 . 八 王寺 環状 . 高 平 団地 線 に含 む

2 6 川 尻 県 庁 線 34 ,893 2 9 7 ,7 44 14 ,50 1 △ 6 ,757 222 416 △ 1 94

2 7 本 山 車 庫 線 川 尻線 に含 む

28 八 王 寺 環 状 線 286 ,27 1 62 2 109 ,17 9 143 ,8 15 △ 34 ,63 6 38 1 502 △ 121

2 9 子 飼 渡 瀬 線 277 ,83 1 49 7 91 ,94 4 13 4 ,67 3 △ 42 ,72 9 33 1 485 △ 154

熊 本 城 周 遊 線 4 1 ,20 6 5 5 14 ,8 78 14 ,87 8 0 36 1 36 1 0

臨 時 . 便 13 ,763 3 5 6 ,674 4 ,76 6 1 ,908 485 346 139

貸 切 28 ,97 6 4 6 30 ,324 ll ,54 2 18 ,78 2 1.047 398 6 49

合 計 7 ,492 ,49 4 18 ′69 2 3 ,4 90 ,45 5 3 ,698 ,2 61 △207 ,80 6 466 494 △ 28

(注)　乗客1人当たり運賃収入(貸切除く)
定　期　外　135円38銭
定　　　期　115円61銭
全　　　体　132円76銭
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(5)運　賃(平成4年10月1日改定)

ア　普通旅客運賃

種別

制度

運 賃 最 低 運 賃
特 殊 運 賃

大 人 (中学生以上) 小児 (小学生以下) 大 人 小 児

対キロ区間制

最初の 2 キロまでは賃率6 1 12歳未満の者は大

130円 70円

身体障害者手帳の交付を受けてい

円4 0銭、 2 キロを超え10キ 人運賃の半額、 6 る者及び介護人、諸施設により養

ロまでは賃率30円70銭、 10 歳未満の幼児は保 護又は保護を受けている者及び付

キロを超え20キロまでは賃 謹書同伴の場合に 添人並びに精神薄弱者及び介護人

率 27円60銭、20キロを超え

るものは賃率24円60銭 とし

て計算した額e

限 りその 1 人は無

料とする。

で各々普通運賃の5 0% 割引

イ　1日乗車券運賃

種 類 運 賃 乗 車 で き る 範 囲

1 日乗車券(区間指定) 大人 500円 小児250円 電車の全区間及び自動車の指定区間

1 日乗車券(全線) 大人1,000円 小児500円 電卓及び自動草の全区間

熊本城周遊 1 日乗車券 大人 300円 小児150円 熊本城周遊自動車の全区間

ウ　定期旅客運賃

種 別 期 間 割 引 率 摘 要

通 勤 定 期 1 カ月 普通運賃を60倍 したものから30% 割引

持参人式定期券は、当該通

勤定期券を持参する著 も使

用できる。

企 業 定 期 1 カ月 普通運賃を60倍 したものから35% 割引

通 学 定 期
1 カ月 普通運賃を60倍 したものから45% 割引

端数売 り1 カ月定期券は、

(高校生以上) 端数 日数59日を限度 として

発売する0 3 カ月定期券は、通 学 定 期
1 カ月 普通運賃を60倍 したものから50% 割引

(中 学 生) 端数 日数29日を限度 として

発売す る0通 学 定 期
1 カ月
通学定期 (中学生) 1 カ月定期運賃を

(小学生以下) 50% 割引

通 勤 通 学 定 期 1 カ月

全区間往復乗事となる場合は、乗車区

間の大人通勤定期運賃 と通学 (高校生

以上) 定期運賃の合算額の50% 割引、

その他は75% 割引

特殊割引定期

通 勤

1 カ月 通勤定期券の30% 割引 身体障害者福祉法、精神薄

弱者福祉法、児童福祉法の
3 カ月

1 カ月定期運賃額を 3倍 したものから

5 % 割引 通用を受ける者及びその介

護人、介添人に発行通 学
1 カ月
通学 (高校生以上及び中学生) 定期券

の30% 割引

電卓 . 自動車共通定期
1 カ月 電車 と自動車路線が平行 している区間を利用す るもので、電車と自

3 カ月 動草の定期運賃のうちいずれか高額 となる運賃

電車.自動車

乗 継 定 期

通勤

普 通 1 カ月
乗継する停留所を起点 として、電車及び自動車のそれぞれの区間運

賃か ら30円割引して算出した額を60倍 して30% 割引

益 業 1 カ月
乗継す る停留所を起点として、電車及び自動車のそれぞれの区間運

賃から30円割引して算出した額を60倍 して35% 割引

通学

中学生 1 カ月
乗継する停留所を起点として、電車及び自動車のそれぞれの区間運

賃から30円割引して算出した額を60倍して50% 割引

高校生
1 カ月
乗継する停留所を起点として、電卓及び自動車のそれぞれの区間運

以 上 賃から30円割引して算出した額を60倍 して45% 割引

片 道 定 期
1 カ月

3 カ月
往復定期運賃から50% 割引

※各種別の3カ月定期は、 1カ月定期運賃額を3倍したものから5%割引
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エ　回数旅客運賃

区分 券 種 内 容 適 用 備 考

並
日過
回
数
乗
車
券

1,000円券 100円 ×11枚 乗 車区間の運賃敬に合

市電

市営バス

九州産業交通㈱ 共 通

熊本電鉄㈱

熊本 )< ス㈱

～

2,000円券

～

200円 ×11枚

わ せて使用する0

1,000円

ミックス券

130円× 8 枚 と60円× 1 枚

140円× 7 枚 と120円 × 1 枚

150円× 7 枚 と50 円× 1 枚

160円× 6 枚 と140円 × 1 枚

170 円× 6 枚 と80円 × 1 枚

50円 × 9 枚 と60円 ×5 枚 と

70円 ×5 枚 J R 九州バス

過
学

1,000円券 100円 ×13枚 乗車区間の運賃額に合

～ ～ わせて使用する.。学校

回
数
乗

2 ,000円券 200円 ×13枚 または身体障害者福祉

法に規定する諸施設に
1,000円

ミックス券

50円 ×8 枚 と60円× 8 枚 と

辛
券

70円 ×6 枚 通学 (通園) す る老

(身分証明書が必要)10円×18枚 と.70円×16枚

区 分 内 容 金 名臣 適 用

自動車普通乗継
11枚綴

基準運賃額を10倍した額0 基準運

賃額は、乗降停留所間 (乗降停留

所が運賃区界でない場合は運賃区

界停留所相互間) の運賃計算キロ

程に対応する大人片道普通旅客運 自動車と自動車を指定された停留所で乗継

回数券 賃額とする。ただし、それぞれの

乗降区間の大人普通旅客運賃の併

算額が前記の運賃癖より低額とな

る場合は、併算額を基準運賃額と

する0

ぐ場合のみ使用できる。

自動車通学乗継
13枚綴 基準運貴額を10倍した額。

自動車と自動幸を指定された停留所で乗継

回数券 ぐ場合のみ使用できる。

電車 . 自動車
11枚綴

乗継する停留所を起点として、電

卓及び自動車のそれぞれの区間運 電車と自動車を指定された停留所で乗継ぐ

普通乗継回数券 賃から30円割引して算出した額を

10倍した額0

場合のみ使用できる。

電車 . 自動車
13枚綴

乗継する停留所を起点として、電

車及び自動車のそれぞれの区間運 電車と自動車を指定された停留所で乗継ぐ

通学乗継回数券 賃から30円割引して算出した額を

10倍した額0

場合のみ使用できる0

オ　貸切旅客運賃(平成8年7月1日制定)

種 別 算出単位 大 型 車 中 型 車 小 .塑 皐

時間制

.旅客運賃
1 時間当た り 12 ,2 00 円 9 ,500 円 8 ,100 円

キロ制

旅客運 賃

1001皿まで 1 1皿当た り 660 円 1 1皿当た り 510 円 1 kn 当た り 410 円

100km ~ 30 0km ′′ 510円 〝 390 円 ′′ 320 円

300km以上 ′′ 400円 ′′ 320 円 ′′ 280円

(荏)競輪入場者送迎専用貸切バスの限定免許に基づく運賃。
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4　経　営　状　況

(単位　円)

年 度

事 項
4 5 6 7 8

戟

道

事

業

総 収 益 1 , 59 6 ,9 0 7 ,8 5 1 1 ,7 3 8 ,2 2 2 , 9 3 1 1 ,7 1 0 , 16 1 , 17 5 1 , 6 6 2 ,1 0 0 ,8 9 3 1 , 6 4 6 ,2 2 5 , 1 09

乗 車 料 収 入 1 , 25 8 ,0 9 6 ,6 2 6 1 ,3 4 5 ,6 1 5 ,5 28 1 ,3 16 ,4 5 1 ,4 8 1 1 ,3 2 2 ,3 6 4 ′8 5 3 1 , 3 3 2 ,1 5 7 , 1 6 9

そ の 他 収 入 3 3 8 ,8 1 1 ,2 2 5 3 9 2 ,6 0 7 ,4 0 3 3 9 3 ,7 0 9 ,6 9 4 3 3 9 ,7 3 6 ,0 4 0 3 1 4 ,0 6 7 ,9 4 0

総 費 用 1 ,6 1 4 ,1 8 0 ,9 0 4 1 ,8 03 ,0 2 9 ,5 2 9 1 ,8 4 7 ,3 0 2 , 44 3 1 ,8 8 8 ,9 8 9 ,9 7 0 1 ,8 8 1 ,0 7 5 ,7 1 5

人 件 草 9 9 6 ,4 4 1 ,6 5 4 1 , 0 0 6 , 0 3 4 ,8 0 7 1 ,0 3 7 , 97 9 , 1 1 2 1 ,0 6 8 ,7 2 6 ,9 2 6 1 ,0 7 9 ,6 12 ,8 8 5

減 価 償 却 費 1 9 7 ,3 5 7 ,7 6 8 2 2 3 , 1 5 0 ,7 0 1 2 4 4 , 08 1 ,0 2 4 2 5 8 ,2 19 ,3 4 5 2 6 2 ,2 4 6 , 1 6 5

電 . 力 費 8 3 ,4 5 7 ,3 9 0 8 4 ,8 8 8 ,0 2 9 8 7 , 9 88 ,3 5 5 9 0 ,4 5 9 ,3 7 9 8 6 ,8 3 8 , 6 9 9

支 払 利 息 13 6 ,7 4 6 ,9 5 1 2 3 8 ,3 7 9 ,7 6 7 2 4 4 ,4 4 9 ,1 8 8 2 4 5 ,8 8 9 ,2 7 3 2 3 4 , 62 3 ,4 2 3

修 繕 費 4 6 ,2 9 8 ,4 3 0 6 2 ,3 6 9 ,8 4 2 6 4 ,1 3 6 ,4 7 5 5 5 ,8 08 ,3 7 4 5 6 , 4 3 3 , 12 4

そ の 他 15 3 ,8 7 8 ,7 1 1 1 8 8 ,2 0 6 ,3 8 3 1 6 8 ,6 6 8 ,2 8 9 16 9 ,8 8 6 ,6 7 3 16 1 , 3 2 1 ,4 19

単 年 度 損 益 △ 17 ,2 7 3 ,0 5 3 △ 6 4 ,8 0 6 ,5 98 △ 1 3 7 ,1 4 1 ,2 6 8 △ 2 2 6 ,8 8 9 ,0 7 7 △ 2 3 4 ,8 5 0 ,6 0 6

剰 余 金 又 は累 積 欠 損 金 0 0 0 △ 1 0 2 ,0 1 9 ,5 6 8 △ 3 3 6 ,8 7 0 , 17 4

自

動

辛

運

逮

事

莱

総 収 益 3 ′68 5 ,2 2 4 ,6 4 3 3 ,8 7 9 ,6 2 7 , 18 8 3 ,7 5 9 ,3 6 9 ,5 7 2 3 , 7 0 1 ,5 0 7 ,8 7 0 3 ,4 9 0 ,4 5 4 ,4 2 6

乗 車 料 収 入 2 , 66 1 ,0 0 0 ,9 7 1 2 ,7 6 1 ,9 2 5 , 7 8 2 2 ,6 6 0 ,9 4 9 , 09 5 2 ,6 5 3 ′8 8 3 ,4 7 9 2 ,5 0 5 ,4 5 9 , 14 6

そ の 他 収 入 1 , 02 4 ,2 2 3 ,6 7 2 1 , 1 17 ,7 0 1 ,4 0 6 1 ,0 9 8 ,4 2 0 ,4 7 7 1 ,0 4 7 ,6 2 4 ,3 9 1 9 8 4 ,9 9 5 , 28 0

総 費 用 3 ,9 1 9 ,4 0 3 ,3 3 3 3 ,9 7 7 ,3 5 2 ,2 4 6 3 ,9 0 4 , 18 2 , 9 07 3 ,8 2 0 ,7 4 9 , 15 7 3 ,6 9 8 ,2 6 0 , 9 4 4

人 件 費 2 ,9 18 ,7 6 2 , 10 0 2 , 93 9 , 0 8 8 ,6 9 1 2 ,8 6 5 ,2 5 8 ,9 1 1 2 ,8 2 1 ,4 6 4 ,8 6 0 2 ,7 5 7 ,3 7 6 , 2 9 6

減 価 償 却 費 2 0 5 ,4 9 0 ,5 3 1 1 9 7 ,7 9 0 ,9 9 7 2 2 2 ,2 95 ,2 7 0 2 2 7 ,7 15 , 6 2 8 2 2 5 ,5 0 7 ,0 6 4

燃 料 費 16 4 ,9 8 4 ,8 0 0 1 6 9 ,1 8 3 ,2 0 0 18 8 ,8 98 ,6 0 0 18 0 ,7 8 4 , 0 0 0 19 5 , 14 0 ,4 0 0

支 払 利 息 4 3 ,7 17 ,7 5 2 4 0 ,5 9 2 ,0 9 1 3 6 ,4 5 1 ,5 9 2 3 4 ,4 0 1 ,3 2 4 3 1 , 9 47 ,9 3 5

fi」 繕 費 1 10 ,2 15 ,5 2 9 1 1 7 ,6 7 9 ,5 8 5 1 0 3 ,6 5 6 ,1 1 1 1 03 ,9 9 7 ,0 5 4 1 14 , 5 17 ,6 9 6

そ の 他 4 7 6 ,2 3 2 ,6 2 1 5 1 3 ,0 1 7 ,6 8 2 48 7 ,6 2 2 ,4 2 3 4 5 2 ,3 8 6 ,2 9 1 3 7 3 , 7 7 1 ,5 5 3

単 年 度 損 益 △ 2 3 4 , 17 8 ,6 9 0 △ 9 7 ,7 2 5 ,0 5 8 △ 1 4 4 ,8 1 3 ,3 3 5 △ 1 1 9 ,2 4 1 ,2 8 7 △ 2 07 , 8 06 ′5 18

剰 余 金 又 は累 積 欠 損金 0 0 0 △ 8 3 ,9 1 2 ,4 9 7 △ 2 9 1 ,7 1 9 ,0 15

計

総 収 益 5 ,2 8 2 , 13 2 ,4 9 4 5 ,6 1 7 ,8 5 0 , 1 19 5 ,4 6 9 ,5 3 0 ,7 4 7 5 ,3 6 3 ,6 0 8 ,7 6 3 5 ,1 3 6 ,6 7 9 ,5 3 5

乗 車 料 収 入 3 ,9 19 , 0 9 7 ,5 9 7 4 , 10 7 ,5 4 1 ,3 10 3 ,9 7 7 ,4 0 0 ,5 7 6 3 ,9 7 6 ,2 4 8 ,3 3 2 3 ,8 3 7 ,6 1 6 ,3 1 5

そ の 他 収 入 1 ,3 6 3 , 03 4 ,8 9 7 1 ,5 10 ,3 0 8 ,8 0 9 1 ,4 9 2 ,1 3 0 , 17 1 1 ,3 8 7 ,3 6 0 ,4 3 1 1 ,2 9 9 ,0 6 3 , 22 0

総 費 用 5 ,5 3 3 ,5 8 4 ,2 3 7 5 ,7 8 0 ,3 8 1 ,7 75 5 ,7 5 1 ,4 8 5 ,3 5 0 5 ,7 0 9 ,7 3 9 , 12 7 5 ,5 7 9 ,3 3 6 , 6 5 9

人 件 費 3 , 9 15 ,2 0 3 ,7 5 4 3 ,9 4 5 , 12 3 ,4 98 3 ,9 0 3 ,2 3 8 ,0 2 3 3 ,8 9 0 ,1 9 1 ,7 8 6 3 ,8 3 6 ,9 8 9 , 18 1

減 価 償 却 費 4 0 2 ,8 4 8 ,2 9 9 4 2 0 ,9 4 1 ,6 9 8 4 6 6 ,3 7 6 ,2 94 4 8 5 ,9 3 4 ,9 7 3 4 8 7 ,7 5 3 , 2 2 9

電 力 費 . 燃 料 費 2 4 8 , 4 4 2 ,1 9 0 2 5 4 ,0 7 1 ′2 2 9 2 7 6 ,8 8 6 ,9 5 5 2 7 1 ,2 4 3 ,3 7 9 2 8 1 ,9 7 9 , 0 9 9

支 払 利 息 18 0 , 4 6 4 ,7 0 3 2 7 8 ,9 7 1 ,8 5 8 2 8 0 ,9 0 0 ,78 0 2 8 0 ,2 9 0 , 5 97 2 6 6 ,5 7 1 , 3 5 8

修 繕 費 1 56 ,5 1 3 ,9 5 9 18 0 ,0 4 9 ,4 2 7 16 7 ,7 9 2 ,5 8 6 15 9 ,8 05 , 4 2 8 17 0 , 95 0 ,8 2 0

そ の 他 6 3 0 ,1 1 1 ,3 3 2 7 0 1 ,2 2 4 ,0 6 5 6 5 6 ,2 9 0 ,7 1 2 6 2 2 ,2 7 2 ,9 6 4 5 3 5 , 09 2 ,9 7 2

単 年 度 損 益 △ 2 5 1 ,4 5 1 ,7 4 3

0

△ 1 62 ,5 3 1 ,6 5 6

0

△ 28 1 ,9 5 4 ,6 0 3

0

△ 3 4 6 ,1 3 0 ,3 6 4 △ 4 4 2 , 65 7 , 12 4

剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金 △ 18 5 ,9 3 2 ′0 6 5 △ 6 28 ,58 9 , 18 9

(注)　特別損益は除く
消費税相当分を除いて算出
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5　職員数及び給与

(1)部門別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平9.4.1現在)

部 門別

職種別 性 別

- 般 管 理 電 車 ノ＼ ス 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

特 別 職 1 1 1 1

事 務 職 19 1 2 0 1 4 2 16 2 0 2 2 2 53 5 58

技 術 職 25 2 5 15 1 5 4 0 40

運 転 士 83 1 8 4 27 1 2 7 1 35 4 1 35 5

車 掌

そ の 他 ll l l 2 1 2 1 3 2 3 2

計 2 0 1 2 1 133 3 13 6 32 7 2 3 2 9 48 0 6 48 6

(2)部門別1人月平均給与額等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平9. 4月分)

部門別

事 項
- 般 管 理 電 車 ノ、 ス 全 体

基 本 給 ㈹ 317 ,460 3 03 ,0 5 0 298 ,8 03 3 0 0 ,7 5 4

特 殊 勤 務 手 当 ㈹ 0 2 ,7 56 3 ,0 34 2 ,8 3 2

超 過 勤 務 手 当 ㈹ 9 ′542 54 ,08 9 43 ,5 04 45 ,0 5 0

そ の 他 の 手 当 的 33 ,0 97 36 ,2 56 3 1 ,3 40 32 ,7 8 0

合 計 ㈹ 360 ,0 99 3 96 ,15 1 3 76 ,68 1 3 8 1 ,4 16

年 齢. 鍋 36歳 3 月 40歳 6 月 42歳 6 月 41歳 9 月

勤 続 年 数 & 13年 8 月 14年 0 月 15年 0 月 14年 6 月

6　施

(注)　特別職を除く(専従含む)

設

事 項

施設名
面 施 設 内 容

交 通 局
10,995 .4 ni

事務所 電草車庫 車両盤備工場 電卓営業所

小 峯 営 業 所

16,388

営業所 バス車庫

小 峯 整 備 工 場 整備工場

上 熊 本 営 業 所 ll,062 営業所 整備工場 バス車庫

本 山 営 業 所 5,913 営業所 整備工場 バス車庫
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